
　

　1944 年株式会社富田商店を設立．二代目富田荘三氏は，襖を生産し
戦後復興に尽力．
　1960 年スコアバレー冬季オリンピックにアイスホッケー日本代表
選手として出場した三代目 富田正一氏（株式会社トミタ現会長）は，
海外遠征により海外の素晴らしいインテリアに触れ，日本へ伝えたい
思いを強く抱く．戦後復興の象徴ともいわれる東京オリンピック当時，
1964 年オリジナル壁紙コレクショ
ンを発行．1967 年には世界の壁紙
をいち早く輸入し，西洋化への一翼
を担う．1972 年京橋にショールー
ムを開設した新社屋が完成，社名を
株式会社トミタと改名．
　1979 年 現会長夫人が海外の美
しいファブリックスと出会い直輸
入．多くの海外ブランドと親交を深
め，壁紙とファブリックスを扱う . 
1982 年 輸入壁紙のトミタとして
名を馳せる傍らで日本の伝統文化・
美意識を世界へ発信する「JAPAN　
COLLECTION」を輸出．
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「いつでもトミタであること」
Always your TOMITA

株式会社トミタ

　今回の企業インタビューでは，国産オリジナル壁紙・海外の壁紙・ファブリックス・家
具など，世界の最上級で個性的な商品を提供する「株式会社トミタ」様をとりあげます．
　「株式会社トミタ」は , 1923 年に東京・京橋で襖紙や掛け軸の表装に使用する布地を扱
う企業として創業以来，一貫した「ものづくり」のスピリットと人のつながりを尊重し，
日本の美と伝統素材や技術を継承しながら海外にも商品を発信し続けてきました．昨年
100 周年を迎えた老舗であり，海外のインテリアの素晴らしさを日本に伝える役割も担っ
てきました．
　お話を伺ったショールームの壁面は一枚一枚職人の手加工で色付け，貼り合わせて作ら
れた和紙壁紙，天井に施された本銀箔を活かした壁紙は時間と共に赤みを帯びて経年変化
の妙が美しく日本の伝統文化の魅力を伝えています .
　現在までの日本のインテリアデザインにおける歴史とともに，老舗ブランド企業のマイ
ンドを代表取締役社長 富田 亙

ひろまさ

正様にうかがいました．

■株式会社トミタ



― ご出席者 ―

　代表取締役社長
　富田 亙正氏
　　　　　 　　　　

　広報室
　師井 絵里子氏

　1988 年国内初和紙壁紙コレクションを開発．1993 年ドイツの環境壁紙 “ 土に還る壁
紙 ” を国内に紹介，新作を次々発行．2003 年金箔や和紙に興味をもったイタリア高級家
具メーカー，プロメモリアのオーナーデザイナーと互いの哲学に共感しあい，相互に商品
の取り扱いを始める . 2007 年 現社長が日本の作り手とパートナーシップをより深め，和
紙や金銀箔など日本の伝統技術を集結したハンドメイドの壁装材コレクション「Art Wall 
LEGEND」を制作し国内外へ発表，世界 30 ヶ国に輸出．
　2016 年 創業地 京橋に新ショールーム tomita TOKYO を京橋エドグランにオープン．
世界ブランド「トミタ」として 2023 年 4 月創業 100 周年を迎えた．会社のロゴは，イ
ニシャルの “t” が転がらないよう枠がつけられているが，この枠は一部開いている．それは，
枠に囲まれた中で仕事をする会社ではなく，自由な会社であるという考えを継承して表現
している．

100 周年誠におめでとうございます．まずは御
社の沿革と，創業時からの日本のインテリアや
壁紙の変遷についてお聞かせください．おじい
様のときは戦後の復興にかかっていたと聞きま
したが，その時代から考えて現在までに日本全
体で住まいに関して，お客様に対して，それぞ
れインテリアの捉え方に大きな変化を感じるこ
とはありますか．

　ありがとうございます．
　みなさんのおかげで今がありますし，商品を一緒に
作ってくださる方，それらを選んでくださる方，心
地よい空間を喜んでくださる方がいらしたから今が
あるので，我々だけで出来たことではなくて，みん
なでお祝いしたいなという気持ちですね．
　曾祖父（初代 富田彦四郎氏）が関東大震災の直前に，
この京橋で襖紙や布地の問屋を創業したんです．震災
の復興でお役に立ち，それなりの財を成し，今度は
襖の工場を持ったんです．そして祖父が，やはり襖で，
今度は第二次（世界）大戦の焼け野原の中でお役に立
ち，父が 1970 年代に壁紙の時代へ．先ほどの（イン
タビュー前にお見せした）ベルサイユ宮殿の布地もそ
うですが，日本でも織物をカチャンカチャンと（織っ
ていました）．
　雑談ですが，よく壁紙のことをクロスって呼んで
いますけれど，元々は布地，ヘッシャンクロスやヘ
ンプクロス（コーヒーの麻袋のような織物）の裏に
紙をはって壁紙に使っていたので，織物の壁紙のこ
とは略して「クロス（cloth）」と呼ばれていたのです
よ．ですから本来「ビニールクロス」（ビニール布地？）

と呼ぶのは…海外へ行ってビニールクロスちょうだ
いと言っても何も出てこないか，せいぜい（クロス社・
世界的に有名なペンのブランドの）ボールペンが出
てくるでしょうと，父が話していましたね．
　日本の家屋では襖や障子を貼り替えたり床の間に
季節に合わせた掛け軸を飾ったりと，本来とても
インテリアを大切にするおしゃれな民族ではないで
しょうか？ それがなぜビニール壁紙ばかりになった
のか….
　（継いだのは）38 歳の時です．時代が変わっていく
中で，業界もいろいろ変わる事が必要な時代に，決
断力があり・スピーディに行動する・あまり業界に
染まりすぎていない，ということで，祖父が亡くなっ
たその年にすぐ代替わりをしたのです．

ちょうど高度成長期にさしかかったのですね．
今でいう UR 都市機構（当時の日本住宅公団）
の集合住宅が次々と建っていった時代だと思い
ますが，その時にすでに「白い壁紙」以外の需
要があったのでしょうか．

　70 〜 80 年代になり高度成長期からカチャンカチャ
ンでは間に合わなくなった時に織物などの型をとっ
て大量に作れるビニールの壁紙が増えてきました．

（70 年には織物壁紙が全体の４割以上でビニール壁紙
より多かった．）
　80 年代だったかな…あの当時，「ペンキよ，さよう
なら．壁紙いらっしゃい．」と言った時代があったと
聞いています．短期間に大量生産のできる織物調と
か和紙風ビニール壁紙は，ツルッとしたペンキ塗装
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とは違う仕上げとして，やはりお役に立ちました．（80
年にはビニール壁紙は全体の８割以上に．）
　70 〜 80 年代，それはそれで良い時代でもあったと
言えますが，現在の壁紙業界はちょっと違うところ
に…いき過ぎちゃったのかな，数の世界に踊らされ
たのだと感じます．（現在 99％以上がビニール，プラ
スチック系壁紙）

トミタでもビニール壁紙の商品は作っていらっ
しゃいましたね．日本の住宅には，今も９割以
上にビニール壁紙が採用されていますが，それ
についてお話を聞かせてください．高級マンショ
ンにも数百円のビニール壁紙が使われていると
いうのが現状だそうですね．

　世界中どこを見てもこんなにビニールばかりの国
はありません．そして日本は学生アパートから高級マ
ンションまで同じ質の安価なものが使われているの
がほとんどです．国内マーケットだけ考えたら，もし
かしたらこのままでもその市場はあるかもしれない
けど，僕が手を出すところじゃないなという思いが強
いので…．トミタはもともとお屋敷に出入りをする
表具師さんが大切な掛け軸をお店にもって来られて，
それに合う金襴緞子（金の糸を使って織った布）を
何寸何尺とご注文頂く（精算は盆暮れの集金！），と
いうところからスタートしました．当時から良いも
のを見て，良いものに触れ，お客様に良い空間をご
提供するお役に立つ仕事を大切にしてきました．こ
の理念は今も変わらずですからマンパワーや，大き
な資産，数を求める世界で戦って敵うわけがないし，
戦う気もなかったですね．
　社長になって最初の 2 年ぐらいは，ものづくりがで
きなかったんです．これから自分に何ができるのか，
どうしたらいいのか…と悩みました．そのうち，だん
だんとトミタに求められていることがわかってきて，
こんなことやりたいなと．
　帰国後社長になるまでの 10 年の間に父に言われた
のは，「自分で見て決めなさい」．父は教えるタイプ
の人ではありませんでした．考えを持たずに教えて
もらったことは忘れます．「なぜかな，こうなのかな」
というのがあったときに，「こうじゃないかな」と考
える．すると父は，「うん，そういう考えもあるね，
こういう考えもあるよ」とは言ってくれました．だ
から，今の自分もある意味こうなのかなと．会社の
みんなは大変だと思います．「答えを出さないときは，
考えるということを大切にしている時」なので．それ
をみんなに振るんです．そういうことがわかる人は，

Q

すごくのびてくれると思う．そうでないと辛いと思
いますけれど．
　昔から（会社を小さな船に例えて）「トミタ丸」と
呼んでいます．みんなで漕いで進んでいく．誰かがサ
ボっていたら転覆しちゃう．そのかわり状況の変化
や環境の変化にあった時に，スッと向きを変えるこ
とが出来るという良さがある．これが，大きな船だっ
たら時間をうんとかけなければ方向転換できなかっ
た．
　社長になった年から 18 年間日本壁装協会で役員を
やっていました．当時一番若かったです．年上の人
たちは，業界の人たちも，ものを作る人も，売る人
も，自分がやっている間は変えなくたってセーフラ
ンディングできちゃう世代の人たちです．大きな強
い力があるとそこに巻かれる．
　自分はそういう性格じゃないし，これからの時代は
それじゃ駄目，変化できなければ将来性がないと感じ
たので．今よりももっともっといいものを作りたい！
と．チョイスの一つとしてビニールでも世界と競争
できるものをメイド・イン・ジャパンで作りたいの
で今も色々と研究はしています．それが現実になる
かどうか分からないけれど，ただ，止まっているわ
けではない．新しい挑戦を常にやっています．

さきほど，高度成長期についてお話を頂きまし
たが，その後，時代はやがてバブル期に移りま
した．経済的に余裕を持つ方が増えた印象のバ
ブル期に変化はございましたか．

　実は，僕が帰国したのが 1992 年です．高額なもの
が沢山売れた，とは聞きましたが幸せなことにバブ
ルを知らないんです．（笑）
　帰ってきた時，建築分野ではタイムラグがあり，バ
ブルの余波がまだ続いていました．現在の横浜みなと
みらい地区は住宅も含め，新しいホテルの建設も進
みすごくなりましたよね．当時はまだまだ再開発が
始まったところに横浜ランドマークタワーが建って．
アメリカのインテリアデザイナーがホテルのインテ
リアデザインを手掛けていていました．ちょうど僕が
帰国して最初の大きなプロジェクトです．68 階スカ
イラウンジに，窓ガラスが入る前の状態でヘルメット
をかぶって安全帯をつけて上がり，富士山を一番高い
ところから生で見たのを今も覚えています．ある時，
口出しをしないことを条件に他社の営業の方より現
場打ち合わせに同席の機会をもらったのです．海外デ
ザイナーさんとの打ち合わせです．営業の方は英語が
喋れず通訳と一緒に．しかし通訳の方は言葉はわかっ
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ても商品については
説明が出来ず，なか
なか打ち合わせがう
まく進まず「トミタ
さん，ちょっと」って．

「しめた！」と思って，
そこへ入っていって，結果的にお役に立て，かなりい
ろんなことをやらせてもらえました．バブル時代か
ら，海外からのデザインがホテル関係にずいぶん入っ
てきていて，インテリアって比較的，商業施設に入り，
ホテルに入り，住宅に入っていくという流れがあり
ますから , これからいろんなことができるなって感じ
ました．

トミタが，海外に目を向けられたきっかけや，
海外戦略についてのお話をお聞かせください．

　80 年代に「JAPAN COLLECTION」でいち早く輸
出もしていたトミタですが，バブル期と重なり日本で
のビジネスが中心になっていたようですね．僕は 83
年にカナダへ留学し，カレッジで父と同じアイスホッ
ケーを２年挑戦しましたが，ホッケーで食べていけな
いなとすぐに悟り，卒業後西海岸バンクーバーでビジ
ネスを学び , その後カリフォルニアでインテリアデザ
インの学校へ行きました．インターンシップでお世
話になった会社から「一緒にやらないか」と話があっ
て，そのインテリアデザイン事務所で仕事を実践す
るチャンスを得たのです．
　帰国後家業に就くことは決めていましたから，お客
様の立場から見てトミタのサービスはどうか，トミ
タの商品が海外で通用するものなのかも知る良い機
会でした．実際にビバリーヒルズのコンドミニアム，
10 億円のプロジェクトで自社のこうぞ和紙を DEN

（欧米で一般的な家族用のリビングスペース）に使っ
たり，評判も上々！ということを体感し帰ってきま
した．
　オリンピック選手だった父，同じ事をやっても偉
大な父はそう簡単に超えられない．10 年もの間海外
に行かせてくれたこの経験を将来生かして，海外の
新たなマーケットにトミタをお届けし，世界でお役
に立つことをこれから更に進めていきます．
　帰国後も 2 年ごとに新しい輸入品のコレクションを
発表していましたから，父に代わり毎年 1 月に新たな
商品を探しにヨーロッパへ出向いています．同時に
メイドインジャパンのトミタの壁紙を片手に持って．
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海外と日本の好みの違い・住まいに対する思い
の違いについて感じていらっしゃることをお伺
いしたいです．

　＜師井氏＞
　壁紙に関して，海外では，特にヨーロッパは自分で
貼る文化が根付いているところも多いため，職人が
貼ってくれる日本とはだいぶ違う印象です．壁紙の
巾が肩幅程度の 53㎝巾で販売しているようなブラン
ドの国は，自分で貼り替えることが浸透している国で
す．日本でも DIY がずいぶん浸透してきていますが，
そういった方が貼る壁紙は一概には言えませんが，海
外製のものが多いと思います．日本で一般的に新築
の際や改装時に貼り替える壁紙は 90㎝巾で機械を通
して糊付けをして貼ります．肩幅以上の壁紙を素人
が貼るのは大変難しいと思います．
　なので，衣替えのタイミングに貼り替えができる
と考えるか，汚れたら貼り替えようと考えるかで意
識の差は大きいと思います．
　ファブリックについても，クッションで彩る，ベッ
ド周りを彩るという暮らしの中で柄物や色を使って
コーディネートする文化がもともとなかったため
か，柄と柄を合わせるのがまだまだ日本人は不得手
と思っている方が多い印象です．着物文化の際には
あんなにある柄と色を組み合わせられたのですから，
規模を変えて見られるようになれば，本当は得意だっ
たと思う方がたくさんいらっしゃるのではと個人的
には思っています．

この度のコロナパンデミックでは，いかがでし
たか．また，その期間の取り組みなどについて
もお話をお願いします．

　これまでも山あり谷ありでしたがこのコロナは
やっぱり今までに経験したことのないことでした．コ
ロナへの反応の早かった海外，国内の緊急事態宣言
前に輸出がゼロの月があり，これは今までとちょっ
と違うぞ，と． 
　新しいコレクションの発表予定があったのですが，
見本帳を作って在庫を持ってもまったく動かない可
能性があると判断し , コレクションを出すのは延期し
ました．その代わりにこれまでできなかったメールマ
ガジンに着手し，インスタグラムの充実，新しい情報
を普段お会いできてないお客様，営業してないお客
様，会いに行けていないお客様へも，お届けする事に
努めました．また，以前だったら電話でしか話せな
かった人の顔がパソコンの画面を通して見えるよう
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になった．その良さもわかったのと同時に，これじゃ
物足りないっていうのもわかりました．
　コロナ禍の経験からはっきりわかった事はデジタ
ルではまだできない事．もう一回素材の良さ，実物に
触ること，同時にスクリーンじゃ伝わらないないも
のを（スクリーンで）どうお伝えしていくのか ,  こ
れから取り組みたい事も見えてきました．

YouTube や AI コンシェルジュによる案内など
は，その時期に始められたんですか．

　そうです．バーチャルは，何年か前からやってはど
うかと言われていたけれど，ちょっと様子を見ている
中でそういう時期にさ
しかかった．国もコロ
ナ禍に対面が困難な中
で発信の仕方に新たな
取り組みをしようとし
ていたから，それを活
用しながら，何が出来
るか，もう一度，国内だけではなくて世界に対しても，
発信して知ってもらう機会を作っていくことがこれ
から必要だと考えて生まれたのが「tomita VIRTUAL 
Showroom」です． https://space-infinity.jp/tomita/

世の中の方々は，コロナパンデミックの時期を
悲観する時期と捉えることが多いと思うのです
が，富田社長は，むしろ，「普段は出来ないこと
をするための時間」とポジティブにとらえてい
らっしゃる印象がありますね．

　コロナ禍だからできたこと…バーチャルショー
ルームもメルマガの導入もそうでした．（お客様に）
メルマガを送って電話をし , 「本当は行きたいけれど，
こういう環境になっちゃったので情報をお送りした
けど，皆さん大丈夫ですか」と言ってコミュニケー
ションツールとなりました．ある意味ポジティブで
すよね，なっちゃったものを悪く言ったってしょう
がない .
　業界の人が，コロナになってもせいぜい落ちるの
は 1 〜２割程度でしょう（と考えられていたが），僕は，
そのときに 5 割＝半分になっちゃったらどうするかを
ベースに考えていたの．実際業界もその予想以上に大
変になってるけれど，やるべきことや，いくつかの出
来なかったことができ，まだこれからやることを色々
と考える期間にもなりました．

Q
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これからやろう，やりたい，と考えていること
はどんなことですか．

　やはり Z 世代以降の人々の考え方が変わっていく
時代を大切にすることですね…もちろん育った環境
も違うし．対応もしなきゃいけないから，どうやって
これからの人たちに本物の素晴らしさを伝えていく
のかっていうのは大きな課題です．これは自分の力
だけでは出来ないことで，みんなと一緒にやらなきゃ
いけない，今すぐにです！
　コロナ禍に 100 周年を迎え，コロナが終息したら必
ず今までとは違う刺激を求めてみんな動きたいはず，
そんな人たちにトミタは何をしたら前に進むヒント
になるかなと．
　その為にまずは自分の頭の切り替え，ものを作る工
場の人たちの考え方，商品企画のスタッフの従来と
違う考えを，どう引き出すか．新作を作ることを考
えた時にどうしても「壁紙」で考えちゃうわけですよ．
でも「壁紙」の考えを取り払って，「素材とはなんぞや」
を，もう 1 回見直そうというのがこの時に考えたこ
とです．　
　そこで 100 周年の年に，僕は「春夏秋冬」という
日本の四季をテーマとし，壁紙ではなく素材を大切
にすることを考えました．
　和紙は和紙で最高，金・銀などの箔も最高，しかし
最高同士は，油と水みたいなもので，それぞれは単独
素材としては最高なんだけど一緒にすると 1 にもなら
なくなる , という経験を最初の Art Wall LEGEND コ
レクションの時に経験しています．でも「素材は何か」

「何か一緒にできることがあるはずだ！」っていうこ
とを三者で話しました．これ（壁に飾られた和紙と
箔のアートを指して）は「春」のイメージですけど，
和紙を折ったり染めたり，金銀錫箔を組み合わせてい
くことによって，朝日を浴びた新緑と桜のイメージを
表現しています．「冬」のテーマは「冬の山」．飛行機
に乗った時に上空から見た富士山やヨーロッパのア
ルプス，今は飛べなくなっちゃっている北回りのロ
シアの上空から見下ろした雪山をイメージしました．
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  冬に見た風景は，世界がこんな世の中になったり，
戦争になってもどこも一緒なんだ，ということを感
じながら「冬」を表現しました．（ショールームでは
春の前には「冬」を飾っていました．「秋」は宮島の
紅葉と瀬戸内海の夕陽をテーマに，又「夏」は日本
海の海がテーマでした．）

    

  観た人が何かを感じてくれればいいなと思っていま
す . じっと観て，何か考える機会になってくれたらい
いなっていう「きっかけづくり」と「ものづくり」が
したいんです．
　日本だからできるもの，僕にとっての「ものづくり」
の大切さって，実は皆さんも持っている，体に流れ
ているのだと思うんですよ．昔鳥取の工場で和紙を
漉かせてもらった時に，チャポンといった捨て水（和
紙を漉いた最後に表面に残った水を捨てる工程）の
音にドキッとし，感動した日本の素晴らしさ．この
血がみんなに流れているんだな，と．

お伝えになりたいものや遺していきたいものは，
ずっと同じようにある中で，先ほどの Z 世代な
どのお話のように，受け取る側の受け取り方が，
時代と共に変化していると思います．それに合
わせて，伝え方に特に工夫をなさっていらっしゃ
ることはございますか．

　僕，器用じゃないからね…多分「本音の話をする」
ことが大切なんだなって感じています．例えば，商品
を作る時に「ものが語ってくれる，ものづくり」を
自然としちゃっているのかもしれないですよね．だ
から，「色がこうで，何色あり，素材がどうで」とか
は，聞かれたら言うけど，こちらからは言わなくて

Q

もいいと思っています．そのものを「どう感じるか」
ということは年齢とか，性別とか国籍とかって関係
ないんだなって感じています．僕がパーっとサンプ
ルを広げて見せると皆さんが寄ってきて，立ち上がっ
て見るんですよ．（いつでもどこでも）一緒なんです
よ，それは．僕の中では，やっぱり「どう感じたか」．

（胸を叩きながら）ココが大切なんです．いかにここ
で感じてもらうか．
　ものを売るのではなくて，ココロというか，「なぜ」
を伝えることは，いつになってもきっと変わらない
だろうなということを僕も教わってきたから． 
　パソコンやデジタル社会でもリアルな人の繋がり
は欠かせない．日本へ帰ってきて最初に担当した住宅
関係の会社の方を久し振りに訪問した時に，入った
ばっかりの新入社員の人たちを連れてきてくれたの．
そうやって次の世代の人たちに繋げていくことは大
切なことですよね．

私達の色彩学会は，他の学会と比べてすごく多
種多様な人の集まりです．よく話をするのです
が，伝えるものがしっかりあればいろいろ言わ
なくても , 業種を超えて , 時代を超えて , 受け止
めていただけるのだなと感じます．

　みんな 1 人 1 人違うしそうでなきゃ！それでも大
切なものってやっぱり伝わるんじゃないのかなと僕
も信じてます．
　トミタにとって伝える為にどうしたらいいのか
なっていうのは，このショールームです . ここは皆さ
んの場所，オープン当初から 2 階のスペースを貸し
出すこともやってきたんです．日本の，そして世界
の最高な技術や伝統をこの空間を感じるとか，空気
感を感じるとか．
　図面も持ち寄り，こういう素材でこういうことを
やりたいとか（プロメモリアのキッチンやショールー
ム設備を見せながら），このキッチンは一緒に図面か
らプランを練り，出来上がったものをバラして輸入
し，日本に届くとイタリアから職人さんがきて全部
セットしてくれるんです．フェラーリの値段位する
のですが，その空間（について），そんなことをわざ
わざ言わなくても，この椅子に座って，ここを使って，
そしてここから何かを感じてくれたらいいなと思い
ます．
　ここで多種多様な人たちが集う会を２か月に１回
やっています．ここでのいろいろな繋がりが，次の
時代にきっとつながっていきます．
　トミタは，いい意味でも悪い意味でも高いってい
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う印象（笑）．だけど「いつでもトミタ」なんですよ．
いつでも皆さんのトミタであり，必ずここに来れば使
えるものがある．自分のものを探して欲しいし，そ
ういうこだわりを持ってもらえたらいいなと願って
います．
　全てでなくてもできるもの，こだわって寝室の小さ
なローマンシェードをこの生地でつけたい．そうこ
うしているうちに，ベッドのところにこっちの生地
でスローをつくって．そうしたら，クッションを残っ
た生地でつくって…とスタッフが一緒に考えてくれ
るわけですよ．だから，「いつでもトミタ」なんだよ
ね．誰でもこだわりがある．そういう人はリピーター
になります．
　＜師井氏＞
　３世代で来られるお客様もいらっしゃるんですよ．
壁をかえたり，家具を変えたり，カーテンを変えたり，
同じ方が何年か置きで来られます．「新しくしたいん
だけど相談させてください」っていらして．最初は
カーテンだけのつもりだったけど，いつの間にかベッ
ドも…という方もいらっしゃいます．
　先ほど話に出てきましたが，いまだ億ションとい
われる高級マンションにも数百円のビニール壁紙が
使われます．それに購入者も気づかないことが多い
のが現状です．また，選べるという場合でも，新築
ですと，設備や床材に投資をし，壁に予算が回らな
いことも多くあります．それでもこだわりを持つお
客様はご自身で探しに来られるので，アクセントと
なる壁の一面の壁紙を変えることからご提案いたし
ます．ファブリックスも 1m あればクッションが作れ
る，またアートのように飾ることもできることをお
伝えしています．１m からで大丈夫です．

それなら気軽に叶えられそうですね．好きな壁
紙を施工できるようそれをモチベーションに , 
働こうと思います．
ところで，インテリアトレンドの変遷に合わせ
て壁紙のカラートレンドにも変遷がありました
か．

　＜師井氏＞
　インテリアトレンドはファッショントレンドの先
を行くとも言われることがありますし，パリコレの
1 年後がインテリアトレンドと言われることもありま
す．これはインテリアトレンドとして発表されたも
の，その年に発表された新作がファッションの世界
で洋服となって後にお披露目されたり，映画などで
使われたりすることが関係しているのだと思います．
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一般的に言われるトレンドでパリコレからの流れが
色や素材感でインテリアに落とし込まれてくること
もあります．全体的にはその時々のトレンドといわ
れる雰囲気や色などは，やはり新作に反映されるこ
とが多いと思います．

いくらお話を伺っても足りないぐらいなのです
けれども，最後に私達色彩学会の学会員に向け
て，メッセージをお願いします．

　まずは，こういう機会を作ってくださってありが
とうございます．
　直接につながりがなくても結局同じ思想を持つ者
同士，繋がるところは繋がれるということだと思い
ます．
　「同じ色」と言われても，素材一つ違えば違うし，
テクスチャーひとつ違うとこれまた違って見える，見
る場所によっても違う．海外でいいねってみんな言っ
たけど帰ってきてみるとちょっと待ってっていうこ
ともあるし．空気感みたいなものとか，当然，季節
によって，緯度によって，見る時間でも違うってい
うぐらい色って自由でもあり，大切なもの．（その色
を扱う学会というのは）すごいことをやられてるな
と思います .
　このご縁を大切に私ももっともっと勉強し，同時に
いろんなものを見る・人やものに触れる機会をみん
なで大切にしていきたいですね．特に，今の時代は

（外に）行かなくても何でも買えちゃうし，見られちゃ
うし，でもそうじゃないものをぜひ大切にしていけ
たらいいですね．どんどん外へ出て体感する機会を
大切にしていきましょう．
　多種多様なメンバーの集う色彩学会の皆さんの
益々のご活躍を願い , これからもたくさんの人と共に
笑顔いっぱいの素敵な会に発展されること，そのお
仲間となれますことを願っています．

　本日は長い時間にわたって貴重な資料と共にお話
をありがとうございました . 

取材日：2024 年 6 月 26 日（水）
会　場：tomita TOKYO （ショールーム）
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